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【報告・紹介】
大学発　学生・市民が協働する研修会
―「子育て支援者（子育て NPO）指導者研修 in 千葉」報告
千葉大学公共研究センター　リサーチアシスタント　
田村　光子
　2006年 10月 28日、29日の 2日間を通じて、「子育て支援者（子育て
NPO）指導者研修」が実施された。本研修会は、厚生労働省、㈶こども未来
財団主催、㈳長寿社会文化協会共催によるもので、地域で子育て支援活動を活
発に展開している民間の非営利組織（子育て NPO）の指導者の資質の向上を
図ることを目的として、全国を数ブロックに分けて開催している。2006年度
は全国 4ブロック、熊本・広島・岩沼（宮城）・千葉で開催され、千葉ブロッ
クの研修会を千葉大学にて実施することになった。
　本研修会は各地の子育てサークル等が中心となって研修会運営するのが特
徴だが、千葉大会については、千葉大学で実施するということにより、学生に
子育てについて考える機会を与え、それが究極の子育て支援につながると考え、
千葉大学の学生が主体の実行委員会をつくり、千葉市およびその周辺地域にお
いて NPO活動を展開している方の協力を得ながら研修会を実施した。
　いま求められる子育て支援を考える
　テーマ「学びあおう！いま求められる子育て支援」のもと、研修一日目は基
調講演、基調報告、シンポジウム、研修二日目は 3つのワークショップが展
開された。
　基調講演では惣万佳代子氏（富山「このゆびとーまれ」代表）より多世代・
多機能ケアの実践報告からの魅力的な内容となった。「このゆびとーまれ」（富
山）は、全国でも先駆けて、高齢者の在宅ターミナルケア実践をはじめ、さら
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にその場で赤ちゃんや子どもたちの預かりをはじめた団体である。富山県がそ
の意義に注目し、県単独事業として多世代・多機能ケアを支援し、この実践は
県内のみならず全国的にも影響を与え、近年の介護保険制度改正に伴い、多機
能ケアが位置づけられた。惣万氏の話からは、お年寄りが子どもといることで
生きがいを感じながら人生の最後の時期を過ごしている姿、ともに障害のある
方が働く姿、そのような姿を通して子どもたちがさまざまな人とかかわる姿が
語られ、あたりまえにさまざまな事情を抱える方々が寄り添って暮らす場の意
義について熱い想いが語られた。「行政はみんなのために、NPOは目の前の一
人のために」という言葉が印象的であった。
　シンポジウムは「いま求められる子育てコミュニティ」をテーマとして、シ
ンポジストには、中尾伊早子氏（東京「NPOちんじゅの森」）、岸裕司氏（千葉「秋
津コミュニティ」）、海保眞氏（千葉「ゆりの木商店街」）、鈴木浩氏（千葉市保
健福祉局子ども家庭部子育て支援課課長）、コメンテーターとして香取徹氏（厚
生労働省雇用均等・児童家庭局育成環境課子育て支援係長）をむかえ、広井良
典氏（千葉大学）のコーディネーターのもと進められた。鎮守の森、学校、商
店街という 3つの興味深い実践報告、さらに千葉市からは箱物行政から脱却
して子どもの居場所づくりを市民とともに取り組みたいという想いが語られた。
　コミュニティの問題が語られるとき、必ずキーワードとなるのが行政との連
携である。「市民参加ではなく、一緒にやろうよという姿勢が大切」（海保氏）、「市
民は頼るのではなく自立する。行政、学校の仕事を責任を持って請け負う」（岸
氏）、「つながりあう中で活動がつづいていく。そして次世代を育成し、次世代
に語り継いでいく」（中尾氏）という実践からの意見が語られた。
　また子育てとコミュニティは切り離せないテーマである。コミュニティが子
育てに果たす役割はなにか。 「秋津コミュニティでは小学校の余裕教室を確保
して 11年目。『将来何になりたい？』の質問にある男の子は『地域のおじさ
んになりたい』。『地域のおじさんでは食えないから』というと『知ってるよ。
だから自分はよく勉強する』と答えた。地域のおじさん像が明確に生きる目標
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になる。ずっとかかわれる地域の人の役割は大きい」（岸氏）。
　惣万氏の話からも伺えたが、子どもたちのいる場に年代や条件のちがうさま
ざまな人間が躍動することが大切である。子どもたちはその人間たちの息づか
いや熱い想いを受けて、将来を感じる。明確になりたい職業ではなく、なりた
い大人、生き方を考える。そこにコミュニティの果たす役割、人間を育てる役
割を感じた。
　学生、市民の協働による研修会の運営
　本研修会は、千葉大学生の実行委員会が中心となってつくりあげたことに大
きな意義があった。広井良典教授の協力のもと、講義等で声をかけたところ 6
名の学生から参加希望があった。月 1回の話し合いを 5月から重ね、研修会
直前にはその学生からネットワークが広がり、ポスター作成や研修会資料の作
成について、他の学生の協力もうけた。話し合いの場の提供については、千葉
大学公共研究センターの協力を得て、公共研究センター市民活動連携室を使用
した。
　また、実行委員会には学生の他にも、NPO活動に取り組んでいる地域住民
の方にご協力いただいた。そのネットワークから地元の子育て支援活動に取り
組む 15団体のポスター発表や、障害者施設による展示物協力を得ることがで
きた。さらに、大学内で活動しているNPO法人けやきと仲間（代表 藪下敦子氏）
の協力を得て、会場を花いっぱいに飾りつけ、大学内でありながら、自然あふ
れる教室での研修会を実現することができた。
　実行委員の学生からは「こういった場に参加してみて、運営する側の責任と
いうものを実感した」「研修会運営という場に参加する中で子育てへの興味が
でてきた」などの意見を得ることができた。さらに、ポスター発表をしたいく
つかの団体の代表や子育てサークル実践者も研修会へ参加し、「大学で今後も
こういった取り組みをしてほしい」「子育て支援の実践においてもこれからは
アカデミックな場との連携がほしい」という声があがった。
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　市民と学生の協働の場をつくることで、そこに学生としてではなく、一人の
市民として何をしなければならないかを学ぶ大きな意味がある。さらに、大学
という場において、市民活動が展開されることにより、市民と学生が自然にと
もに学びあうという場をつくることができる。21世紀 COEプログラム「持
続可能な福祉社会に向けた公共研究拠点」では、“市民社会との直接的対話・
交流”を通じた新しい大学のあり方の創造がひとつの柱となっている。「稲毛
区地域福祉計画」においても、文教地区である稲毛のこれからの地域福祉にお
いて、大学との連携によるコーディネート組織づくりが掲げられている。今回
の研修会をその一歩として、今後も大学という場で学生・地域が協働し、とも
に学びあえる場づくりを実践していきたいと考えている。
（たむら・みつこ）
（2006年 12月 7日受理）
